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ユニット4：マハーバーラタの概要：パーンダヴァ誕生以前と死去以後の物語 (updated 2014-12-04) 

ここではパーンダヴァの誕生以前と死去以後の主な出来事を示す。いずれも主として第1編「初編」で語ら

れている。 

1. パーンダヴァ誕生以前の主な出来事 

ヴィヤーサ マハーバーラタの創唱者。パーンドゥとドリタラーシュトラの生物学的父親。  

サティヤヴァティーの母親アドリカーはアプサラス（天女）であったが、呪いによって魚に転生していた。ある

ときウパリチャラヴァス王の精液を飲み込んで身ごもった。魚を捕まえた漁師が腹を裂くと、中から男女の赤ん

坊が出てきた。男の子はのちにマツヤ国の王となった。女の子は魚の臭いがしたのでマツヤガンディー（魚の

臭いのする女）と名付けられ、川岸の漁師の娘として育てられた。 
パラーシャラ仙が川を渡るとき彼女を見染めた。彼女は、処女性を失わないこと、臭いを消すことを条件に

彼と交わり、妊娠して男の子を産んだ。マツヤガンディー（サティヤヴァティー）は処女性を回復し、麝香の香り

を発するようになった。男の子は成長してヴィヤーサと呼ばれようになった。母に呼ばれたときには母の前に現

れるという条件で母親のもとを去って、森の中で修行にはげみ大聖者となったが、醜悪な容姿であった。 
 

ビーシュマ 幼名はデーヴァヴラタ。パーンドゥとカウラヴァの大伯父。  

ビーシュマの父はクル族の王シャーンタヌ、母はガンジス河の女神ガンガーである。女神ガンガーが呪いで

人間の女に転生していたときに生まれた。シャーンタヌは森の中でガンガーと出会い、ガンガーが子どもに何

をしても口を出さないという約束をして結婚する。ガンガーは生まれてくる子どもを次々にガンガー河に投げ込

むが、ついに8番目の子どもデーヴァヴラタだけは川に投げ込むことをシャーンタヌは認めなかった。怒ったガ

ンガーは子どもを連れてシャーンタヌのもとを去り、森の中で息子を育てる。のちにシャーンタヌは立派に成長

したデーヴァヴラタを見つけ、連れ帰って皇太子にする。 
シャーンタヌは森の中で狩りをしているとき、麝香の香りに惹かれてサティヤヴァティーに出会い、結婚を申

し込む。父親の漁師は娘の子が王位につくことを条件に結婚を認める。父の悩みを知ったデーヴァヴラタが王

位を辞退し、さらに生涯の独身を誓ったので、シャーンタヌはサティヤヴァティーと結婚することができた。この

出来事からデーヴァヴラタはビーシュマ（恐るべき人）と呼ばれるようになった。シャーンタヌは、息子への感謝

から、恩恵として自分が望む時に死ぬ力をビーシュマに与えた。 
シャーンタヌとサティヤヴァティーの間にチトラーンガダとヴィチトラヴィーリヤの二子が生まれるとすぐに

シャーンタヌは亡くなった。遺児の後見人となったビーシュマはチトラーンガダを王位につけたが、彼はやがて

戦死したので、ビーシュマはヴィチトラヴィーリヤを王位につけた。 
ビーシュマは、ヴィチトラヴィーリヤの結婚相手を求めて、カーシー国の王の三人娘アムバー、アムビカー、

アムバーリカーの婿選びの儀式に参加した。ビーシュマは競争に勝って、三人娘を連れてハスティナープラに

戻った。アムバーはすでにシャールヴァ王に愛を誓っていたため、シャールヴァ王のもとに送られ、ヴィチトラ

ヴィーリヤはあとの二人と結婚した。しかし、彼は子どもを残さないまま逝去した。 
王家の断絶を恐れたサティヤヴァティーは、ビーシュマに二人の寡婦と交わって世継ぎをもうけるよう頼んだ

が（ニヨーガと呼ばれる慣習）、生涯独身の誓いを守るビーシュマは断った。そこでサティヤヴァティーは息子

ヴィヤーサを呼び出し二人の寡婦と交わらせ、アムビカーからドリタラーシュトラ、アムバーリカーからパーンドゥ

が生まれた。交わるとき、ヴィヤーサの容姿に恐れをなしたアムビカーは目を閉じたためにドリタラーシュトラは

生まれながらにして盲目であり、アムバーリカーは蒼白になったのでパーンドゥは青白い容姿となった。 
パーンダヴァとカウラヴァにとってヴィヤーサは祖父、ビーシュマは大伯父にあたる。 

 
シカンディン ドラウパディーの兄。アムバーの生まれ変わり。  

アムバーはシャールヴァ王のもとに行ったが、彼は、アムバーはすでにビーシュマによって獲得された女で

あるとしてその求愛を拒絶した。行き場のなくなったアンバーはビーシュマのもとに戻って結婚を迫るが、ビー

シュマは拒絶した。ビーシュマへの怨念を抱いて死んだアムバーは、パンチャーラ国の王ドルパダの息子シカ

ンディンとして生まれる。一説によると、シカンディニーという女性として生まれたが、ヤクシャと性を交換して男

性になったとされる。バーラタ族の大戦争では、ビーシュマが「女性」であるシカンディンと戦う意志をもたないこ

とを利用して、アルジュナがビーシュマに致命的な矢を放つ。 
パーンダヴァにとってシカンディンは妻ドラウパディーの兄にあたる。 
ジャワ（インドネシア）では、スリカンディ（Srikandi）と呼ばれ、常に女性である。アルジュナに恋をし、彼か

ら弓術の手ほどきをうけて、ついには妻の一人となる。武芸に秀でた女性として描かれる。 
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カルナ 太陽神スールヤとクンティーの子。  

カルナの母クンティーは、まだ結婚する前の若いころ、聖者ドゥルヴァーサスによく仕えたため、子どもを授

かりたいときに唱えれば五回まで願いがかなうマントラ（呪文）を授かった。好奇心から太陽神スーリヤを呼び出

し、未婚のまま妊娠してしまう。箱に入れて川に流された子どもは、子どものいない御者の夫婦に拾われ、息子

として育てられた。この子がカルナである。 
パーンダヴァにとってカルナは父親違いの兄であったが、カルナが死ぬまでそのことは彼らに知らされてい

なかった。 
 

クンティーとマードリー パーンダヴァ5人兄弟の母親  

パーンドゥは盲目の兄ドリタラーシュトラに代わって王位につき、クンティーとマードリーの二人を后とした。

パーンドゥは狩りの最中に誤って鹿の姿で交尾していたリシ（聖仙）を射てしまい、女性と交わると落命するとい

う呪いを受けた。この事件のため、パーンドゥは王位をドリタラーシュトラに譲って隠遁し、クンティーとマード

リーも付き従う。子を望むパーンドゥのためにクンティーはマントラを使って三人の息子を授かり、マードリーも一

組の双子を授かる。その後、マードリーに欲情したパーンドゥは落命し、その後を追ってマードリーも自死する

（サティー、寡婦殉死）。クンティーは残された五人の（パーンダヴァ）兄弟の養育に努める。 
 

ドローナ パーンダヴァとカウラヴァの武芸の師匠  

彼の父バラドヴァージャはガンジス河で水浴する天女の裸身を見て欲情し、もらした精液を枡の中に入れ

ておくと、その中から男の子が生まれたので、ドローナ（枡）と名付けられた。 
子どもの頃、ドローナはパンチャーラ国の王子ドルパダとともに勉強し、二人は無二の親友となった。やがて

ドルパダはパンチャーラ国の王となり、ドローナも結婚して息子アシュヴァッターマンを得た。しかし貧しかった

のでドルパダに援助を求めたが、ドルパダは、王は王のみを友とすると言って、貧しいドローナを侮辱した。復

讐を誓ったドローナは、ハスティナープラに行き、ビーシュマに認められてパーンダヴァとカウラヴァの武芸の師

匠となった。 
ドローナは、指導の条件として、弟子たちにドルパダを捕えるよう求めた。ハスティナープラの王子たちはパ

ンチャーラ国を攻め、武芸に秀でたアルジュナがドルパダを捕獲してドローナの前に引き出した。ドルパダが謝

罪したので、ドローナは彼を許し、パンチャーラ国を二分して和解した。 
 
パラシュラーマ ヴィシュヌ神の転生。カルナの武芸の師匠  

パラシュラーマはヴィシュヌ神の第6の転生（アヴァターラ）である。バラモンの戦士としてクシャトリヤを憎み、

彼らの殺戮を誓う。トレーターユガが舞台となる『ラーマーヤナ』では、ラーマに挑戦するが、戦うことなく退く。ド

ヴァーパラユガが舞台となる『マハーバーラタ』では、クシャトリヤではないと偽って弟子となったカルナに強力

な武器ブラフマーストラを授ける。しかし、カルナが実はクシャトリヤであることに気づくと、戦闘において武器を

使うための呪文を忘れる呪いをカルナにかける。 
 

2. パーンダヴァ死去以後の主な出来事 

パリークシット アルジュナの孫。ナーガ犠牲祭の祭主。  

パリークシットの父はアルジュナの息子アビマニュ、母はマツヤ国の王ヴィラータの娘ウッタラーである。

パーンダヴァとカウラヴァの戦が始まった日にウッタラーはパリークシットを身ごもった。アシュヴァッターマンの

夜襲のときウッタラーは腹部に打撃をうけたため、死産をした。クリシュナの力で死児は生き返り、パリークシット

と名付けられた。 
パリークシットはマードラヴァティーと結婚し、ジャナメージャヤなどの息子たちをもうけた。ユディシュティラ

の後を継いで王位につき、60年間善政をしいた。 
パリークシットはあるバラモンを侮辱したことから、ナーガ（コブラ）のタクシャカによって噛まれて死ぬ呪いを

かけられ、防備の甲斐なく死んでしまった。 
ジャナメージャヤは父パリークシットがナーガに噛まれて死んだので、ナーガの犠牲祭をおこなった。この犠

牲祭のときに、ヴィヤーサの弟子ヴァイシャマパーヤナによって叙事詩『マハーバーラタ』がジャナメージャヤに

対して語られたとされる。 
. 
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東南アジア古典文化論：映画で見るマハーバーラタ 

作品 

 『マハーバーラタ』（The Mahabharata）、監督ピーター・ブルック（Peter Brook）、英語、

170 分、1989 年。使用した DVD は Image Entertainment ID4862MPPDVD。 

 演出家ピーター・ブルックと脚本家ジャン・クロード・カリエール（Jean-Claude Carrière）

が脚色した 9 時間の舞台劇版『マハーバーラタ』をもとにテレビ放映用に制作した 318 分の

作品を、さらに劇場公開用に 170 分に短縮したもの。 

 ヒンドゥー教の叙事詩としてではなく全人類の物語として語られており、配役もさまざまな

民族から構成されている。 

 

配役（俳優の名前順） 

Dushassana, Urs Bihler 

Dhritharashtra, Ryszard Cieslak 

Duryodhana, Georges Corraface 

Bhima, Mamadou Dioume 

Kunti, Miriam Goldschmidt 

Karna, Jeffrey Kissoon 

Bhisma, Sotigui Kouyate 

Shakuni, Tuncel Kurtiz 

Vyasa, Robert Langdon Lloyd 

Arjuna, Vittorio Mezzogiorno 

Ganesha/Krishna, Bruce Myers 

Drona, Yoshi Oida 

Gandhari, Helene Patarot 

Draupadi, Mallika Sarabhai 

Yudhishtira, Andrzej Seweryn 

Pandu/Shiva/Salva, Tapa Sudana 

Sahadeva, Mahmoud Tabrizi-Zadeh 

 

 

参考文献 

 映画版『マハーバーラタ』 

Internet Movie Database: The Mahabharata 

 http://www.imdb.com/title/tt0097810/ 

THE MAHABHARATA: a film by Peter Brook 

 http://www.miracosta.cc.ca.us/home/gfloren/mahabfilm.htm 

THE MAHABHARATA 

 http://www.miracosta.cc.ca.us/home/gfloren/mahabharata.htm 

THE MAHABHARATA: A Family Chart

 http://www.miracosta.cc.ca.us/home/gfloren/mahabharata_chart.htm 

 舞台劇版『マハーバーラタ』の脚本の日本語訳 

ジャン・クロード カリエール (著), 笈田 勝弘 (翻訳), 木下 長宏 (翻訳)．1987．『マハーバ

ーラタ』白水社． 

 ジャワ語版マハーバーラタのあらすじ 

 http://kotatujo.cool.ne.jp/hyo/sakuhin/mahabarata/menu.htm 
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主な登場人物 

 

Pandu（パーンダヴァ兄弟の父） 
（Shiva, Salva と 3 役） 

 
Kunti（Pandu の妻） 
Madri（Pandu の妻） 

 
Dhritharashtra（カウラヴァ兄弟

の父） 

 
Karna（Kunti の子） 

Vyasa、Ganesha、少年 
 

Gandhari（Dhritharashtra の妻）

 
Yudhishtira（Pandu の子） 

 
Bhima（Pandu の子） 

 
Duryodhana（Dhritharashtra の

子） 
Shakuni（Gandhari の弟） 

 
Arjuna（Pandu の子） 
Nakula, Sahadeva（Madri の
双子） 

 
Draupadi（パーンダヴァ兄弟

の妻） 

 
Dushassana（Dhritharashtra の

子） 

 
Krishna（Kunti のいとこ）  

Drona（パーンダヴァとカウラ

ヴァの師匠） 

 
Bhisma（Dhritharashtra のおじ）
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レスポンスシート（映画『マハーバーラタ』） 

氏名 学生番号  

 

1. 『マハーバーラタ』は詩人ヴィヤーサによって語られた作品とされています。この映画では、

作品が語られた物語りであることが、どのような方法によって強調されているでしょうか？ 

 

 

 

 

 

2. 作品の中では、いくつもの呪いまたは予言とその成就が描かれています。呪いや預言は物語

のなかでどのような役割を果たしているでしょうか？ 

 

 

 

 

 

3. アルジュナとドゥルヨーダナがクリシュナに援助を求めに来たとき、クリシュナは二つの選

択肢を示して二人に選ばせます。二人の選択は、それぞれの指導者としてのどのような資質

を表現しているでしょうか？ 

 

 

 

4. カルナは、なぜ母クンティーに自分の素性をパーンダヴァに明かさないよう頼んだのでしょ

うか？ 

 

 

 

 

 

5. この作品において、善と悪はどのようなものとして描かれているでしょうか？ 

 

 

 

 

 

6. この作品を見た感想を自由に書いてください。 
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